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展（明治 42 年）に出品した《和楽》（図 1）と第 4回文展
（明治 43 年）に出品した《かりくら》（図 2）に使われた
岩絵具の調査結果を報告して考察を行う。
2．調査対象
木島櫻谷（明治 10 年－昭和 13 年）は、京都市中京区
三条室町の商家に生まれ、16 歳頃に当時の京都画壇の大
家であった今尾景年の画塾に入門した。文展では、第 1





調査対象の作品は、木島櫻谷が第 3回文展（明治 42 年）


















Mineral Pigments Used in Two Paintings by Konoshima Oukoku for the Annual Art 
Exhibition Sponsored by the Ministry of Education: The Investigations of “Waraku” 
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図 1　《和楽》明治 42 年（1909）、絹本着色・屏風、各縦 152.5 ×横 360.0㎝、京都市美術館蔵
図 2　《かりくら》明治 43 年（1910）、絹本着色・軸二幅、各縦 250.0 ×横 173.8cm、櫻谷文庫蔵








メラ：SE-1300（130 万画素）、レンズ：SE-40Z（× 40 ～
× 240 ズームレンズ）］を使用し、彩色材料の粒子を観察
した。また、粒子の粒度を顕微鏡写真から求めた。デジ
タル顕微鏡で撮った 240 倍の画像を 30 μ m間隔のメッ
シュで区切り、交差点にあたる粒子の円相当径（直径）を
計測した。計測に使用したソフトウェアは SELMIC製









（Main Range、Low Range、High Range、Light Range）25

















































図 3　射籠手の拡大写真（点線の丸は XRF測定箇所） 図 4　藤袴の葉の拡大写真（点線の丸は XRF測定箇所）























































図 6　 射籠手の輪郭線（実線）と地色（点線）の XRFスペクトル（Low 
Range）
図 7　 射籠手の輪郭線（実線）と地色（点線）の XRFスペクトル（Light 
Range）

















XRFを行った結果を図 9と図 10に示す。図 9に示した
Main Rangeのスペクトルには Pb、Ca、Feのピークがあ



































図 9　黄緑色の絵具が塗られた藤袴の葉の XRFスペクトル（Main Range）
図 10　 黄緑色の絵具が塗られた藤袴の葉の XRFスペクトル（Light 
Range）
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細かいのは No.10、17、22、23、24 の 5 箇所である。ま
た、絹が灰色あるいは黒色を呈している箇所があった。絹
が灰色あるいは黒色を呈していたのは、図 11 の No.1、2、






径を作品ごとに図 13、図 14に示す。図 13、図 14 では平
均粒径を〇、標準偏差をバーで示した。図 13 で示した
《和楽》の青い絵具の平均粒径は、1× 10 μ m（12 ～ 13
番程度）の細かいものから 5× 10 μ m（8番程度）の粗
いものまである 15。図 14 で示した《かりくら》の青い絵
具の平均粒径も、1× 10 μ mのものから 5× 10 μ mの
ものまである。二作品には粒度の異なる青い顔料が複数
使用されていることが分かった。




















図 12　 《かりくら》の青色の顕微鏡観察および XRFによる分析箇所





























図 13　《和楽》の青い絵具の青色粒子の粒径 図 14　《かりくら》の青い絵具の青色粒子の粒径
図 15　《和楽》の青い箇所の XRFスペクトル 図 16　《かりくら》の青い箇所の XRFスペクトル
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蔵野美術大学出版局、2015 年、pp.116-119．
３　荒井経「〈資料〉「商品目録」近代日本画の材料（色材篇）」
















第 6冊』中央公論美術出版、2013 年、p.17 に掲載の画像（横
山大観《山路》赤褐色の岩絵具及び緑色の顔料　永青文庫蔵
撮影：城野誠治）を参照。
10　註 4前掲論文、p.48 の永青文庫本 No.1 赤褐色（枯葉 最前面
の樹木）の XRFスペクトルを参照。
11　前註論文。
12　註 9 前掲論文、p.16 に掲載の画像（横山大観《山路》黄褐
色の岩絵具　永青文庫蔵　撮影：城野誠治）を参照。
13　註 4前掲論文、p.48 の永青文庫本 No.2 黄褐色（枯葉　中間
の樹木）の XRFスペクトルを参照。
14　三宅秀和「永青文庫所蔵本《山路》の画面」東京文化財研
究所編『横山大観《山路》美術研究作品資料第 6冊』中央公
論美術出版、2013 年、pp.53-66．
15　註 6前掲論文を参照。
〔附記〕
本研究は、京都市美術館、公益財団法人櫻谷文庫、住友
コレクション泉屋博古館、有限会社墨仙堂にご協力を賜
りました。また、作品調査では、京都市立芸術大学大学
院保存修復専攻の宇野茂男教授、依藤秩帆氏、山口篤二
氏、李東芹氏にご協力を頂きました。ここに記して心よ
り感謝申し上げます。

